
ＩＣＴ拠点施設設計業務委託プロポーザル実施要領 

 

１ 主旨 

ＩＣＴ活用地域産業振興事業で整備を計画しているＩＣＴ拠点施設に係る基本設計、

実施設計を行うに当たって、事業の目的を達成するためにふさわしい拠点施設の設計業

務に係る優先交渉権者を、公募により選定するために実施するものです。 

 

２ 当該プロポーザルの概要 

 ⑴ 業務名 

   ＩＣＴ拠点施設設計業務（基本設計・実施設計） 

 ⑵ 主催者 

   （一財）松本ものづくり産業支援センター 

   〒390-1242 松本市大字和田字南西原 4010番 27 

   電話 0263-40-1000 Fax 0263-40-1001 

   E-mail:mitsui@m-isc.jp（担当：三井） 

 ⑶ 協力 

   松本市商工観光部商工課 

 ⑷ 業務内容 

   別紙１「ＩＣＴ拠点施設設計業務委託仕様書」のとおり 

 ⑸ 業務期間 

   契約の日から平成３１年２月２８日まで 

 ⑹ 契約限度額 

   １１，８７０千円（消費税及び地方消費税を含む） 

 ⑺ 内容 

   本プロポーザルは、ＩＣＴ活用地域産業振興事業の目的達成にふさわしい拠点施設

の設計提案を広く求め、ＩＣＴ拠点施設設計業務委託プロポーザル審査委員会（以下

「審査委員会」という。）で最優秀者を決定した後、その者と施設の設計（基本設計及

び実施設計）の業務委託契約を締結するものです。 

   また、本件受注者には、平成３１年度に実施するＩＣＴ拠点施設改修工事の監理業

務委託についても、優先的に契約締結交渉を行うものとします。 

   なお契約締結後、設計を進めるにあたって、提案内容の拘束を受けるものではあり

ません。 

 

３ 事業の概要及び参考資料 

 ⑴ 物件の概要 

  ア 位置   

松本市大手３丁目３番９号 ＮＴＴ東日本大名町ビルの一部 

  イ 想定する事務室及び規模 



土地面積 資 産 簿 実    測 登 記 簿

修正理由

所 在 地

標石の
頭部表示

距離表示

設置場所

標石Ｎｏ １

敷地最終修正 年月日

内

長野県松本市大手３７６－１

3948.01

上 上 上

－ － －

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １１９ １０ １２ １３

上

－

内

Ｎ

無

無

無 上

－

上

－

上

－

上

－

上

－

上

－不明 不明

配置図　１／４００

ＮＴＴ大名町ビル

Ｘ１ Ｘ１Ｘ７

３４０００ ３１５００

Ｘ８ Ｘ１ Ｘ５

２３０００

Ｙ１

Ｙ６

２
８

８
０

０

Ｙ１

Ｙ７

３
５

０
０

０

４
１

５
０

０

３５２５０ ２ ６４２７０ ２
５
７
０

３

４

５

６

６
８

０
０

７

８

９

１１

１２１３ ３６１５０

２８４８０

２０２７０

１１３００
４２３０

１
８
８
０

３３５０ ９３００ ３３５０

６７８０

８
７

７
０

舗床

市道

築庭

敷地隣接歩道

市道

アスファルト舗装

ス
ロ

－
プ

Ｓ　０＋１

市道

門扉

イチイ

カエデ

サツキ
カエデ

カエデ
サツキ

カエデ
カエデ

カエデ

サツキ

カエデ

カエデ

クワ

クワ

カエデ

局舎第３棟（東館）

附属舎

（２）
Ｓ　０＋２

Ｓ　０＋１

局舎第１棟

局舎第２棟（西館）

ツゲ

外灯

Ｓ(秘)
情報セキュリティ対象データの取り扱いについて

Ｂ ｅｓｔＦ Ｍに掲載されている各種データ類は大切

な情報資産です。 取り扱いにはご注意ください

管理元：㈱ＮＴＴファシリティーズ

自転車置場

自転車
置場

（６）

自転車置場（３）

自転車置場（５）

ＴＥＬ・ＢＯＸ

ピロティ

ドライエリヤ

ポーチ

エリア
ドライ

渡廊下

通路

置場
自転車

（２）

２０００

６
８
０
０

ＳＳＳＳ

Ｓ
Ｓ

ＳＲＣ　－１＋５

ＳＲＣ　０＋３

ＳＲＣ　－１＋６Ｓ　０＋１

１１．１０．２７

至 松本城 

   (ｱ) １棟１階事務室   約３２８㎡ 

   (ｲ) ２棟１階事務室   約６８０㎡ 

     合計      約１，００８㎡ 

  ウ 用途 

   (ｱ) コワーキングスペース 

２棟１階事務室で 300㎡程度を想定。 

   (ｲ) テレワークオフィス 

     １棟１階事務室を想定。なお、100㎡程度の託児スペースを含む。 

   (ｳ) サテライトオフィス 

２棟１階事務室で 300㎡程度を想定。区画は 15区画程度を想定。また、センタ 

ー職員用事務スペースの併設を想定。 

 

 ⑵ 位置図及び図面等 

  ア 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 図面 

  (ｱ) 大名町ビル配置図 
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   (ｲ) ２棟、１棟図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ ＩＣＴ活用地域産業振興事業の目的と概要 

  ア 今後、ますます需要が高まるＩＣＴ技術を活用できる人材育成を通して、既存企

業・事業者の生産性・収益性の向上、販路拡大などの推進を図るとともに、ＩＣＴ

人材による新しいアイデア・ビジネスの発現を促し、その取組みを支援します。ま

た、子どもを対象としたＩＣＴ教育を通じ、長期的なＩＣＴ人材の育成と、地元地

域に対する愛着形成の醸成を図ります。 

  イ これまで子育てや家族の介護など、様々な理由により就労に結び付かなかった人

材の活用のため、ＩＣＴを活用した新しい働き方の浸透を図ります。 

  ウ 上記の目的を実現するため、新たなアイデア、ビジネス発現の拠点となるコワー

キングスペース、働き方改革の拠点となるテレワークオフィスを整備します。また、

企業のサテライトオフィスの併設、誘致を行い、地域産業の振興・雇用の促進を図

ります。 

 ⑷ 参考資料 

  ア 松本市工業ビジョン 

  イ 地域再生計画「松本広域圏しごと創生事業計画」 

  ウ ICT活用地域産業振興事業 調査報告書 

 

 



４ スケジュール 

 ⑴ 実施要領の公開        平成３０年７月１１日（水） 

 ⑵ 施設内覧           平成３０年７月１７日（火）午前１０時～ 

※ 予備日           平成３０年７月２０日（金）午前１０時～ 

 ⑶ 質疑締め切り         平成３０年７月２５日（水） 

 ⑷ 質疑回答           平成３０年８月２日（木） 

 ⑸ 参加表明書提出期限      平成３０年８月６日（月） 

 ⑹ 予備審査結果通知       平成３０年８月９日（木） 

⑺ 提案書提出期限        平成３０年８月２０日（月） 

 ⑻ ヒアリング審査        平成３０年８月２８日（火） 

 ⑼ 選定結果通知         平成３０年８月末まで 

 ⑽ 契約             平成３０年９月上旬 

 

５ 参加資格 

  本プロポーザルに参加する者「以下、「参加者」という。」の資格要件等は、次のとお

りとします。 

 ⑴ 実施要領の公開日において、松本広域圏しごと創生事業計画の区域（松本市・塩尻

市・安曇野市）に建築士法（昭和 25 年法律第 202 号）第 23 条の規定による一級建築

士事務所の登録を有すること。 

 ⑵ 設計共同企業体（ＪＶ）を組成し応募する場合は、ＪＶの構成員全てが上記⑴に規

定する登録を有すること。また、ＪＶの出資比率最小限度基準は２０％とする。 

 ⑶ 本業務の参加表明書提出期限の日から契約締結日までの間に、国及び地方公共団体

から、それぞれの規定に基づく指名停止措置を受けていないこと。 

 ⑷ 市税、国税、消費税及び地方消費税に滞納がないこと。 

 ⑸ 地方自治法施行令第 167 条の 4 第 1 項（昭和 22 年政令第 16 号）の規定に該当しな

いこと。 

 ⑹ 松本市暴力団排除条例（平成 24年条例第 3号）第 2条第 2号に規定する暴力団員又

は同条例第 6条第 1項に規定する暴力団関係者でないこと。 

 

６ 施設内覧 

  施設内覧を希望する者は、７月１３日（金）１７時までに電話にて内覧を希望する旨

連絡をすること。 

 

７ 参加表明書・提案書の提出 

  参加者は、次に掲げる書類を作成し、期日までに（一財）松本ものづくり産業支援セ

ンター事務所に提出するものとする。 

 ⑴ 参加表明書等の作成 

  ア 参加表明書（様式第２号） 



  イ 事業所概要（様式第３号） 

  ウ 業務実績書（様式第４号） 

  エ 実施体制図（様式第５号） 

  オ 配置予定技術者等の経歴等（様式第６号） 

  カ 共同企業体の特徴（様式第７号） 

  キ 業務実施体制（様式第８号） 

 ⑵ 参加表明書等提出部数 

   製本１部、写し１５部 

 ⑶ 参加表明書等提出期限 

   平成３０年８月６日（月）１７時まで 

 ⑷ 予備審査結果通知 

   参加表明書に基づき、選考基準を満たした応募者かつ、予備審査基準により上位概

ね５者を選定し、提案見積書の提出要請を行います。要請を受けた応募者は、提案見

積書を期日までに提出してください。 

 ⑸ 提案見積書の作成 

   提案見積書（様式第９号） 

 ⑹ 提案見積書提出部数 

   製本１部、写し１５部 

 ⑺ 提案見積書提出期限 

   平成３０年８月２０日（月）１７時まで 

 ⑻ 作成留意点 

  ア 各様式は、（一財）松本ものづくり産業支援センター及び松本市ホームページから

ダウンロードしたものを使用すること。 

  イ 使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法

（平成 4年法律第 51号）に定める単位とする。 

  ウ 提案書はすべて片面使用とする。 

  エ 提案書の文字の大きさは 10.5ポイント以上とする。 

  オ 理由の如何にかかわらず、提出期限を過ぎての書類の追加及び修正は認めない。 

 ⑼ 質疑応答 

  ア 提案に関する質問は、質問書（様式第１号）により、持参、郵送又は電子メール

（必ず、担当者まで送信した旨の電話をすること。）で行う。 

    また、施設に関する疑義については、施設内覧時における質疑での対応とする。 

ただし、事務手続きに関しての質問は、随時応じる。 

  イ 質問の受付期限 

    平成３０年７月２５日（水）１７時まで 

  ウ 質問に対する回答 

    平成３０年８月２日（木）までに回答をまとめ、（一財）松本ものづくり産業支援

センターホームページで公開予定。 



 

８ 審査 

 ⑴ 審査方法（選定手順） 

  ア 手順 

プロポーザル参加資格を審査のうえ、プレゼンテーション及びヒアリング審査を行

い、契約候補者として１者を選定する。 

    なお、プレゼンテーション及びヒアリング審査は５者程度を上限に行う。ただし、

参加者が５者を大きく超えた場合は、参加者の業務実績等を勘案しながらヒアリン

グ審査の対象者を選定する予備審査を行うこととする。 

  イ 審査組織 

プレゼンテーション及びヒアリング審査並びに選定は、松本市ＩＣＴ人材育成プラ

ットフォーム委員並びに松本市役所関係職員等で構成する審査委員会で審査を行う。 

 ⑵ プレゼンテーション及びヒアリング審査 

  ア 実施日時 

    平成３０年８月２８日（火） 

  イ 実施場所 

    （一財）松本ものづくり産業支援センター１階 研修室２ 

  ウ 出席者 

    総括責任者又は業務担当者とし、合計２名までとする。 

    なお、出席者は、参加時に身分証明書等を持参すること。 

  エ 実施内容 

   (ｱ) 提案書の内容についての説明を出席者が行い、その後、審査員から質問をする。 

   (ｲ) プレゼンテーション及びヒアリング時間は、出退に要する時間を含めて３０分

以内とし、プレゼンテーション１５分以内、質疑応答１５分程度とする。 

   (ｳ) ヒアリング順は、参加表明書の受付順とする。 

  オ 利用できる機材 

   (ｱ) プロジェクター 

   (ｲ) パソコン 

    ・利用する場合は、データーを当日ＣＤ等により持参すること。 

    ・パソコンの持ち込みは不可とする。 

  カ その他 

   (ｱ) 時間、場所等詳細については、別途、参加者に通知する。 

   (ｲ) 指定の時間に遅れた場合は、審査対象としない。 

 

９ 選定 

⑴ 審査項目 

   別紙２「審査項目について」のとおり 

 ⑵ 審査方法 



  ア 技術評価点及び価格評価点の合計点数で候補者を選定する。 

  イ 技術評価点は、審査委員ごとに参加者の得点を計算し、全審査委員の合計得点と

する。 

  ウ 価格評価点は、以下のとおりとする。 

    （１３（審査委員の人数）×５）×（最低提案価格÷当該提案価格） 

  エ 技術評価点及び価格評価点の合計点数を参加者の得点とし、得点が最も高かった

者を契約候補者として選定する。なお、同点得点者が生じた場合は、Ａ評価が最も

多い者を上位とする。 

 ⑶ 技術評価総得点の７０％を失格基準点とし、これに満たない参加者は失格とする。 

 ⑷ 提案書等の無効 

   次のいずれかに該当する場合は、提出された提案書等を無効とする。この場合にお

いて、評価により順位付けられた順位を繰り上げる。 

  ア 提出期限を過ぎて提出された場合 

  イ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

  ウ 審査の公平性を害する行為があった場合 

  エ 審査委員または関係者に本提案に対する助言を求めた場合 

  オ 「２－⑹」の契約限度額を超えた場合 

 ⑸ 審査結果は、提案書提出者全員へ書面により通知する。 

 

１０ 契約の締結 

  契約候補者として選定した者と（一財）松本ものづくり産業支援センターが協議し、

業務委託に係る仕様を確定させた上で随意契約を行う。この場合において、協議が不調

の場合は、評価により順位付けられた上位の者から順に、契約締結の交渉を行う。 

 

１１ その他 

 ⑴ 提出された書類等の返却は行わない。 

 ⑵ 提出された書類等は、本プロポーザルにおける選定以外には使用しない。 

 ⑶ 契約者以外の参加者による技術提案は、原則非公開とする。 

 ⑷ 参加者名及び契約者名については、契約締結後に公開を予定している。 

 ⑸ 技術提案等の作成、提出並びにヒアリングに要する費用については、参加者負担と

する。 

 ⑹ 技術評価審査の結果、全参加者が失格となった場合には、指名した業者を対象に再

提案を求める。 

 ⑺ 契約者以外の提案に優れた提案があった場合には、当該参加者の了解が得られれば、

採用案に取り入れることができるものとする。 

 ⑻ 参加者は、提案書の提出をもって、本実施要領の記載内容に同意したものとする。 


